
2月23日 2月16日 2月9日 2月2日

入院 178名 159名 147名 103名

宿泊療養 143名 120名 117名 117名

自宅療養 5,114名 4,442名  3,513名  2,540名

東京全体でも一日感染者数が10,000人をなかなか下回りません。荒川区で
も感染者数は、徐々に減少していますが、高止まり状況です。しかも、医療

ベッドの確保など一定の努力がされています
が、重症化とともに一気に命に係わる事例も

出てきているよう
です。
入院150名、

自宅療養も5,00
0名を超える事態
では、まだまだ油
断はできません。

幼・保、小中学校のクラス
閉鎖などが続いています。長

期化する感染対策のなかで、子どもたちの学習、成長に何が必要かみんなで考えたい。

メール頂きました。「今回のコロナ対策で、荒川区は小中

学校がオンライン授業になりましたが、２月１日から始まり

あまりに長期間…オンライン授業とは言っても、午前か午後の３時間だけ。授業不足も

心配です。午後の授業が終わるまでは外には出ていけないとの事で、結

局家にこもっています。お友達とも会

えず、運動不足も心配。…再開後は、

１週間は慣らし登校で４時間授業、部

活動はなし。早く通常に戻って欲しい」

…オンライン授業開始
から小中学生の感染は半
減しました。しかし、２
月の登校率は平均５割以
下、２年以上このような
状況で、先生たちのスト

レスとともに子どもたちの心と体のケ
アが心配です。
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３月、春めいてきて卒園・卒業式がもう目の前です。17日(木)区立幼
稚園終了式、18日(金)区立中学校・24日(木)区立小学校の卒
業式の予定です。しかし、都の「まん延防止」期間が３月６
日(日)に延長、さらに13日まで延期が検討されており、子ど
もたちの最後の思い出作りもままなりません。

新型コロナ感染拡大から２年以
上、先生たちは感染防止とともに
子どもたちの園・学校生活に工夫してきました。それでも
子どもたちは、家庭でも園や学校でも我慢の多い生活が続
いています。
保育園でも行事やイベントが減り、恒例の写真販売も中
止に。園・学校での子どもたちの様子を知る機会と先生と

保護者との情報交流も減少です。子どもたちを真ん中に、園・学校、地域ぐるみで育
てる環境をあらためて考えたい。

ご要望やご相談などは随時ご連絡ください。事務所での定例法律相談は、毎月

第二木曜午後6時からですが、平日の午後に法律事務所（北千住）でも可能です。

お名前、電話番号等を下記の留守番電話に録音して下さい。

相馬ゆうこ事務所 南千住５－１－６－２階 ☎３８０７－４１９２

jcp-arakawakugidan.jp/
ツイッター@m1010_yuko
araken-nan.jugem.jp

ロシア国内を含め世界の人々が「戦争をやめ
ろ」とプーチン・ロシアによる侵略に反対の声
をあげています。この声を広げ、侵略をやめさ
せ、核兵器のない平和な世界秩序をつくりたい。
28日(月)、町屋駅前で私も訴えました。
今回のプーチン氏の暴挙に対して、「憲法９
条は不要」「核兵器をアメリカと共有しよう」
などと、政治家からも発言がされています。
「力には力」で日本が軍事力強化や戦争する国に進むことには絶対にＮＯです！！
大切なのは、戦争放棄と平和主義の憲法９条と、戦争を違法とする国連憲章を地
球上にいきわたらせる日本国民と世界の声ではないでしょうか。日本共産党は、中
国や北朝鮮をはじめあらゆる覇権主義的なふるまいを許さず、訴えぬきます。
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南千住ふれあい館を運営する㈱ウイッシュは、新年度から運
営をグループ会社の㈱ポピンズに変更することを荒川区に申請。
「運営主体を変更しても、ふれあい館のスタッフなどは変更せ
ず、引き続き現行体制を維持する」としています。区は改めて
審査を行い「サービスの低下は特段想定されない」などとして、
運営主体の変更を認めました。

㈱ポピンズホールディングス
は、保育・介護事業会社など子

会社６社をもち、系列の㈱ポピンズは保育園・学童
サービス事業が中心です。
もともと児童館施設だった南千住ふれあい館は児
童事業が中心ですが、高齢者事業などの充実も求め
られます。コロナ禍で高齢の方が外出を控える中、
ふれあい館の利用も減少。各施設で子どもと高齢者
などの交流事業も計画されてきましたが、オミクロ
ン株感染拡大で難しい状況です。こんな時には、高
齢者同士が集まれるイベントなど、安心して利用で
きるような工夫も必要でしょうか。

区内のふれあい館は、
もともと老人福祉館・

児童館・青年館など目的が明確な施設
を、規模を拡大し建替えて「全世代ふ
れあい型」として設置してきました。
各ふれあい館が、各世代の要望や各

地域の利用実態にあっているか問われ
ます。改めて、各世代・地域ごとの利
用者の要望をしっかり聞いてほしい。

ご意見・ご質問頂きました ○「汐入公園の河津桜が咲いています。見に行きませんか。」…
汐入公園の桜は、26種類もあるのだそうです。もっとも早く咲くのは、河津桜で千住汐
入橋のたもとと汐入公園内の時計台のそばなどにあります。コロナ禍でみんなで集まっ
てお花見もままなりませんが、たまには外に出て散歩するのもいいかもしれません。暖
かい日もふえてきましたが、まだまだ寒い日も。季節の変わり目、体調には

お気を付けください。○感染防止をしっかりして、朝の駅のレポート配布・宣伝も再開します。

昨年、「コロナ禍で学校の制服リユースが実施されず困っています。」とメールを頂
き、南千住レポートでお知らせしたところ、複数の方から標準服を譲って頂きました。
それ以外にも英検の参考書などを譲って下さった方も。コロナ禍でこれまでＰＴＡ・
学校が中心になって取組んでいたリユースができなくなっているのは残念です。新年度
を控えて、何かできることがあればお気軽にご相談ください。みなさんの声で取り組ん
でいきたいと思います。

いま、制服のリユース店がふえてい
るそうです。学生服リユースショップ

の大手「さくらや」は全国60店、東京にも６店舗ありま
す。店舗で扱う制服は直接買取のほか、公共施設やクリー
ニング店に回収ボックスを設置して収集。名前の刺繍はす
べてほどき、洗濯をしてから販売しています。販売は「通
学する子どもがいる家庭のみ」として、購入の際には子どもの学生証や保険証の提示が
必要。荒川区から一番近い文京店では、国私立の中・高のほか、竹早・向丘・文京など
都立高校の制服も。池袋店でも三田・千早など都立高校の制服も扱っているようです。
荒川区では「ホワイト急便モンテシト西日暮里１丁目店」（クリーニング店）に回収
ボックスがあります。区としても何か取り組みができないでしょうか。
地域のつながりづくりなど、区ができることも引き続き追求していきたい。

※区内にはふれあい館13館・ひろ
ば館10館（他、貸室のみも７館）があ
ります。南千住地域には4つのふれあ

い館など。区は、児童館や
老人福祉館などの施設を

直接運営していましたが、ひろば館に
変更し、一部廃止や民間委託。
その後、ひろば館の老朽化・建て替
えにともない、区は「あらゆる世代の
区民が交流できる新たな拠点」として、
全世代を対象にしたふれあい館へと
移行、原則、運営を指定管理に。

私も子どもと一緒にふれあい館の「親子ひろば」を利用しますが、遊び
場の提供とともに、一緒に子どもと遊んでくれる人がいるといいなと感じ
ます。昨年11月会議で「ふれあい館の親子ひろばに保育士資格を持ったス
タッフを常駐し、子どもや保護者とコミュニケーションをとれる体制整備
を」と質問しましたが、区は「利用者に寄り添った対応に努める」としな
がら、まだ実現していません。引き続き頑張ります。

ひとり暮らしの高齢者の方のお宅で、「ポストの郵便物が溜まってい

るので心配」と父に電話を頂き、さっそく出かけてみたようです。

近所のみなさんに聞いても所在が判明せず、やむなく、南千住警

察に安否確認を要請。複数の警察官のみなさんが駆けつ

けて、住宅内の調査に。安否確認も今はまず防護服を着

ることが必要なようです。防護服を署から取り寄せてか

らの調査、大変です。結局お家の中にはいらっしゃらず、

居所が不明。この夜は不安ながら解散に。一晩明けて、親戚のお宅

に身を寄せていることが分かり、ひとまず安心。

「他県にいた時は、子育て支援の施設に職員がいて一緒に遊んでくれたり、

話を聞いてくれたりして心強かった。区内のふれあい館に遊びに行きますが、

そういう運営になっておらず、親が孤立しやすいのではないでしょうか…」


